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周辺固定床版の線荷重，並びに三角荷重による応力

横　田　道　夫

“On　the　Stress　of　Rectangular　Plates　with　All　Edge

　　　Built．in　under　the　Load　in　the　Form　of　a

　　　　　　　　Line　and　a　Triangular　Prism”．

Michio　YoKoTA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstraets

　　　Deflections，　bending　moments，　torsional　rnoments　and　reactions　were　discussed　by

the　method　of　the　author．　The　numerical　tables　and　diagrams　of　these　stresses　were

given　for　the　calculation　of　stresses　of　rectangular　plates　with　all　edges　bui｝t－in　under

load　descrlbed　above．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　序

　　　周辺閾定の矩形床版の応力に．就いては，第1図の上段の荷重によるものは既に．発表ユ）した

ので，今回は（e），（f）図の様に版の中央線上に等分布荷重がある場合と，（9），（h＞図の様に三角

塘型の荷重による諸応力を計算して，床版が閥佳・切壁の璽量を受ける場合や，版の中央で三角

型に盛上る荷重を受ける場合の床版の設計の資料に．供した。

‘
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1）工学部研究報告，第15号，昭和31年12月．



6　　　　　　　　　　　　　　　　横　田　道夫

　　　　　　　　2．計算法

　　著者の方法bによれば，周辺閲定床版の版の擁み

と，尚辺上の応力は基本式の荷重：項より直接求める事

力N’ P」二｝来る。

　　　　　繍

中央線上等分布荷重の場合

　〔e）図の場合は　　　　　（f）図の場合は

　　　　　撫叢｝鍵i叢｝

三角糠型分布荷重の場合

　（9）図の場合は
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P＝最大部の荷重の大さ

2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P：最大部の荷重の大さ

鱈より版の各内字の応力，M，　SAより岡辺上の各点の応力を求める事が出来る。第1表以下

は之等の数値表である。表中のZは

　　　　　　　　　盛．．『
　　　　　1．　：　1．．　，．　2”i’b

で，第3函の○内の数等＝はこのiの値である。fに対する（12，：1。）の略値は剛ヌ1中に記してある。

　　応力分布図を面くと第3閣以下第6図となる。
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7 周辺闘定床版の線荷重，並びに三角蒲重による応力 ll

　　　　　　　　　　　3．　中央線上等分布荷重の場合の応力特性

　袴重がX：X線上（短辺方向）にある場合とYY線上（長辺方向〉にある場合では，その応力分

布図の形は金然異なったものとなる。

（a）荷重がXX線」二にある場合悌7区惨照）

　　1．版の中央線脚線附近（荷重の作網線Ol；1寸近）の応力は辺長比（1？，：lx）が変ってもその

影響は少ない。之に．対し短辺附近の応力変化は大である。

　　2．　曲げモーメント図は

　　　　　荷重線に直角方向・…・・率畑地集中荷重の場合2）

　　　　　荷重線に平行方1向……等分布荷重の場含

に似た曲線である。

　　3．支持力の分奮の形は殆んど変化なく，第3図の如く，殆んど荷重線の｝li芽端部に集中し，

巾約1。／2の上に三角形質量に分布していて，その最大値も一定と見ても差支え無い程度である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y
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　　　1露霜：ち襲）　　　　　　　　　←圭H’

　第7図　荷重が」￥X線上にある揚合の芯力特性図　　　　　　　第8図　　荷重がyy線上にある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合の応力特性図

　（b）荷重がYY線上にある場合（第8図参照）

　　1．前の場合と逆に，短辺附近の応力変化は少な≦，　版中央部は辺炎比（ら：勾の影響大

である。但し，（ly：lx　”2）以上になると，版は短辺附近を除き，その応力状態は1晦端蘭定梁と晃

馨して差支えない程度になり一定する。

　　　　　　　　　（1？，：1：c＝：2）の版　　　　　　　　月立il｝闘定梁

　　　　　鑓の軟点M，，．a3　：一…2・4Pl．砿バー÷砺一・ユ25・Pl．

　　　　　版卿蝋Mx・3・＝＝一一…19・Pl．r　礁・一一÷捧一…25・Pl、e

　　　　　躍卿蝋Aa3　＝＝　O．52・P　　砺妻一α・P

2）脚註1＞の報告参照。
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12 横　田　道　夫 8

　　2．曲げモーメント図は

　　　　　荷重線に直角方向……中央点集中荷重の両端固定梁

　　　　　荷重線に平行方向……等分布荷重の床版

に似た曲線である。

　　3．短辺上の支持力は殆んど変化せず，長辺上は大きく変化する。　値し，（ら：1。　＝1．5）以

上に．なるとA＝・p／2とし，梯形分布と見て差支えない。

　　　　　　　　　　　　4．三角培型分布荷重の場合の応力特性

　荷重の三角塘の方向の差異による場合の差は線上分布荷重程著しくなく，爾者共に版藤上等

分布荷重の場合の応力分布に大体に於いて近い。

　（a）荷重の最大値がXX線上にある場合（第9図参照｝

　　応力分布の図の形は余り変化はないが，その数値は漸次変わる。長辺上のM。とAの分布

は三角形に近いが之は荷重が長辺方向に三角形に．なっている事より当然である。
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　　　　　場合の応力特性図（その1）　　　　　　　　　　　場合の応力特性図（その2＞

　（b）荷重の最大値がyY線上にある場合（第10図参照）

　　前者の場合よりも，等分布荷重の応力分布に近い。短辺附近の応力は殆んど一定。版の中

央の変化は大きいが，然し，（ら：ら＝2）以上になると又一定して，両端固定梁と見て差支えな

い程に，なる。
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の為の誤差である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．床版の設計

　　第11魍，第12隊iは床版の設計の為に作製した図表である。

　　主要点以外は第1表以下の数値表又は応力分布図を参i｛（一｛して設計出来る。
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附 1き〔口亘繕翼翼（：1二8i好音霞長路ピ日高告第155翌）のイ系数表の数イ直言丁1三
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第12表　　前表の場合の換りモーメントt
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第　16　crsc　前表の場合の擬りモーメントt
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